コンビナート地域における地震危険度評価の一手法 by 鈴木 浩平 & 原 文雄
















































































































































































































































































































基 礎 A 
底 部 B I 
西日 管 者日 B 
液 状 化 A 
(高圧ガス等)
チェック項目 重要度
基 礎 A 
アンカ}ボルト等 B 
支 柱 A 
ブ レ 一 ス B 
首己 #目白 部 B 



























α" = F X Q X (Y + Y + C) 
コンピナート内の単位メッシュ当りの流出ポテ
ンシャルは，各タンクについての α a αwの総
和として評価され，
















































E， =.J. ~ e 



















































EB =0.8X (マンパワー評価値 Ec ) 










項 目 重み 内 R甘- 重みの配分
防災要員 0.3 
個別防災訓練度 4 
防災訓練度 0.7 単独防災訓練度 2 
合同防災訓練度 1 
表7 指揮連絡系統の評価項目と重み
項 目 重み 内 容 重みの配分
ホットライン(構外) 0.1 




無線 移動局 0.2 
その他 0.1 
指揮系統 0.4 







e = L X N X F X QXexp (" P) 






















(タンクごと) (・IL'lil膏ごと) (事業所単位} (事業所単位)
タンク例jJI町防災地設のH附 (E，) 防災共泊施必 (Eb) マンパワーの評価 (Ec) 指輝連絡系統の評価 (Ed) 
防災要員 防災訓練度 通報装置 組織体制
単独 9 無縄 緊急動員体制
合同 9 自動重量集制度
l: c . W l:e .W. .WO 分E主字E a =一一z一W Eb= l:W. • Wo 
Ed 0.5x (通鰻装置の評価)
U 
~c = 0.3x (防次要員の詳!ID) ¥' 
所内句会タンクに共通に





E， =0.7XE， +0.3XEb 
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(Jnメヲ νaにおける) 卒 nは、メヲシ A 内における対象タンク数災施設の評価 EA = 
国2 防災施設の評価フロー 図3 防災体制の評価フロー












E ~t (，，+，，' +，，') 
〈地上式}
o，:，FxQヌ (R+Y，+Y，+M"トSI C) 
(1'1世F式}
d' ~ 1/2 x" 
{地下式}


















































10% 以上 -20%未満一一 0.3
20% 以上 -30%未満一一 0.5
30% 以上 -40%未満一一 O.7 
40% 以上 一一1.0


















h; 着火施設の火源の高さに応じて， 0 -4 












































Seismic同sk(地震危険度)， Petrochemical Industrial Complex (石油化学コンピナー ト).Disaster 
Prevention (防災).UquidαI Tank (液体石油タンク).High Pressurized Gas Facilily (高圧ガス
施設)
